
星形成ゼミ 2016/11/11星形成ゼミ 2016/11/11
SFN #285 56‐60

武藤恭之武藤恭之



arXiv:1605.00289

•TW Hya周りの円盤のALMA高解像度（3AU）観測＠Band 4+6
•ダスト連続波でギャップ構造を確認＋ギャップの場所でspectral indexが上昇•ダスト連続波でギャップ構造を確認＋ギャップの場所でspectral indexが上昇

•ギャップの場所で、ダストが成長している？





arXiv:1609.02488
•遷移円盤HD97048のALMA観測＠B3&B7 0 6x0 3asec解像度＋ATCA観測＠多波長•遷移円盤HD97048のALMA観測＠B3&B7, 0.6x0.3asec解像度＋ATCA観測＠多波長

•12CO1‐0, 12CO3‐2, HCO+4‐3
•中心の穴（半径40‐46AU）の分解
•90AUにギャップ or 150AUにリング•90AUにギャップ or 150AUにリング
•連続波は355AUまで、12COはその2.4倍くらい外までdetection
•ATCAのspectral indexから、ダスト成長が示唆
•35秒北にある、0.5MsunのバイナリーIso‐ChaI 126の周りの円盤も観測できた35秒北にある、0.5Msunのバイナリ Iso ChaI 126の周りの円盤も観測できた



ALMA B7:
異なるイメ ジング手法異なるイメージング手法

12CO3‐2
3.4‐5.7km/sに、
Foreground 
absorptionあり

HCO+4‐3



12CO1‐012CO1 0

ISO‐ChaI 126 with ATCA 34GHz

上：方位角プロファイル
下：動径プロファイルギャップともリングとも取れる



arXiv:1608.04353
•おうし座分子雲のL1495フィラメントの、
SCUBA‐2 (850um)とHerschel (70‐500um)
による観測

•星なしコアを同定。SCUBA‐2は、濃
いもののみ同定できたが H h lいもののみ同定できたが、Herschel
は多くのコアを同定した (SCUBE‐2
は、濃い分子雲コアを探すのに適
している)している)
•データは公開されている



多波長データをもとに：
‐コアの同定
物理量（温度 密度）の推定

縦軸密度、横軸温度
黒： JCMTで見つかったソース‐物理量（温度・密度）の推定

を行う

Herschel：

黒： JCMTで見つかったソ ス
緑： Herschelで見つかったソース

JCMTのソースは、密度が高いHerschel：
‐ SEDを合わせて、温度・beta・質量を

推定
SCUBA‐2:

JCMTのソ スは、密度が高い

SCUBA‐2:
‐明るさから質量を推定
‐おおむね、Herschelの対応天体あり



arXiv:1608.03629

•Sparse aperture maskingを用いて 遷移円盤の中心部分の非対称構造（伴星・惑星候Sparse aperture maskingを用いて、遷移円盤の中心部分の非対称構造（伴星 惑星候
補）を探す

•Keck/NIRC, ターゲット8天体
•明らかな非対称性があったものが4天体明らかな非対称性があったものが4天体

•壁1天体、点源らしい非対称性3天体
•そうでもなかったものが4天体

•点源の上限を付けられたもの2天体、非対称性が無かったもの2天体

visibilityのデータを、バイナリーのモデルで合わせる

左： PA=90度の場所に、明る
さ比10%のcompanionがあっ
た場合のsignificance map
右 距離 明るさ比 縮退右：距離・明るさ比の縮退

※円盤や壁のモデルも同
様に行う



上：非対称性が見えたデータ
右 非対称性が見えないデ タ右：非対称性が見えないデータ

※同じ天体でも、日に依って非対称性が
見えたり見えなかったりする



arXiv:1608.08496

•JVLAによる、遷移円盤天体10天体の観測＠3.3cm連続波
体 放射を確認•5天体で3.3cmの放射を確認

•LkCa15では空間分解できて、ミリ波の円盤と同じような形
•SEDは、１つか２つのpower‐lawでよくfitできる
１つの l でfitできるものは 3 3 の放射は大きなダストからの熱放射と考•１つのpower‐lawでfitできるものは、3.3cmの放射は大きなダストからの熱放射と考
えられる（RXJ1633とUX Tau A）
•２つのpower‐lawでfitできるものは、光蒸発 and/or free‐free放射だろう



LkCa15 UX Tau A

RXJ1615 AB Aur

SR24S RXJ1615 SR24S RXJ1633

LkCa15 UX Tau A
RXJ1633

コントア： 3.3cm emission
カラー： 0.88mm emission
左上がLkCa15

SED

左上がLkCa15


